
収
支
決
算

休憩・宿泊で利用者数が減少したが、令和7年度より利用料金を増額改定したため全体的に収
入が増加した。

修繕費 6,286 9,131 8,262 5,452 7,484

委託料 15,703

152,517 167,633 166,265 176,401 179,008

収支差 4,924 ▲ 6,437 ▲ 1,607 ▲ 5,922 ▲ 2,966

光熱水費 41,509 47,012 43,846 52,320 52,415

支
出

人件費 62,381 62,240 66,740 73,238

19,489 19,225 16,289

合計

22,929

その他支出 26,638 29,761 28,192 29,102 25,181

24,803
年
間
利
用
者
数

休憩・宿泊併せて120名ほど減少したが、屋内プールは800名ほど増加した。プール増加の理
由として令和6年度はボイラーの不具合により1か月半ほど休業したが、7年度は通年営業でき
たことによる。

合計 157,441 161,196 164,658 170,479 176,042

その他収入 785 748 3,805 6,649 5,200

70,999

Ｒ４

21,346 24,323 24,803

収支決算
（千円）

項目 Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ Ｒ７

指定管理料 139,507 139,507 139,507 139,507 146,039

増減要因の分析

収
入

利用料収入 17,149 20,941 21,346 24,323

指定管理
業務の内容

①使用の許可、使用の許可の取消し並びに使用の制限及び停止に関する業務②施設及び設備の
維持管理に関する業務③施設の利用を通じた高齢者の健康の増進、生きがいの創出及びレクリ
エーションの機会の提供に関する業務

自主事業の
内容

①活き活き学園の各種教室
②親子創作チャレンジ教室

サウンディング
実施対象

○
年間利用者数

（人）

Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ Ｒ７

38,626 47,656 52,512 51,939 55,977 17,149 20,942

Ｒ５ Ｒ６ Ｒ７ 年間利用収入
（千円）

Ｒ３

料金制 利用料金併用制 主な料金設定 別紙による

指定期間 令和3年4月1日 ～ 令和8年3月31日 (5年間) 営業期間・時間 ・休館日／毎週月曜日　・開館時間／午前9時～

県内類似施設
貸館：横手市交流プラザ（横手市）運動施設：横手市体育館（横手市）貸館：かまくら館（一
般社団法人横手市観光協会／横手市）保養施設：横手駅前温泉ゆうゆうプラザ（横手市）

東北各県
類似施設

岩手県立福祉の里センター（岩手県）

施設の
基本的な方針

(個別施設計画)

方向性 方向性に向けた対応

存続 利用者の安全に配慮し、計画期間中は機能維持のための修繕を実施しつつ、必要に応じて方針の見直しを行う。

60年 残年数 22年 施設面積 11,113.40㎡

施設の設置状況 コミュニティセンター、屋内運動広場、プール　等

１　施設の概要

設置目的 利用者一人ひとりが豊かでやすらぎのある自分らしいライフステージを築けるようサポートするとともに、地域及び世代間の交流、健康増進や生きがい活動の拠点として、多様なサービスを提供する。

県の施策上の
施設の位置付け

なし

設置年 1988年 経過年数 38年 目標使用年数

指定管理者制度導入施設評価票 施設名 秋田県南部老人福祉総合エリア 所在地 横手市大森町字菅生田245-34

評価対象年度【令和７年度】 指定管理者 社会福祉法人 秋田県社会福祉事業団 県所管課 長寿社会課　調整・長寿社会推進チーム



指定管理者制度導入施設評価票 施設名 秋田県南部老人福祉総合エリア 所在地 横手市大森町字菅生田245-34

評価対象年度【令和７年度】 指定管理者 社会福祉法人 秋田県社会福祉事業団 県所管課 長寿社会課　調整・長寿社会推進チーム

県
所管課

Ａ 利用者満足度について、昨年度より下がってはいるが、寄せられた要望に対して迅速に対応し、更なるサービスの向上に努めている。

施設の設備や利用料金や利用方法において満足度が低下し、4％の減となった。

具体的な取組と
その効果

設備等に対する利用者のご要望に対して迅速に対応し、利用者サービスの向上に努めた。

＜観点Ⅱ＞
評価

評価者 評価 評価コメント（評価基準によらない場合はその理由）

指定
管理者

Ａ 利用者のご要望にできるだけ対応するよう心掛け、より良いサービスを提供した。

利用者満足度
の実績

年度 Ｒ５ Ｒ６ Ｒ７ 増減要因の分析

実績（％） 76 85 81

52,512 51,939

Ａ 前年度並の利用料収入を維持しつつ、目標利用者数を上回ることができた。

県
所管課

Ａ 施設の老朽化が著しい中、設備の不具合に対して迅速に対応し、利用者サービスの継続に努め、目標を達成できている。

３　＜観点Ⅱ＞施設の有効性（利用者の満足度）の向上に関する取組

次年度の目標

目標の内容 利用者数　53,100名

設定の根拠 設備が老朽化しており、設備の不具合により休業する恐れがあるため前年より少なくした。

＜観点Ⅰ＞
評価

評価者 評価 評価コメント（評価基準によらない場合はその理由）

指定
管理者

２　＜観点Ⅰ＞施設の設置目的（施設の目指す姿）の達成に関する取組

運営方針・
施設の利用目標

目標・実績

目標の内容 利用者数　55,200名

年度 Ｒ５ Ｒ６

55,977

達成率 107.2% 96.9% 101.4%

具体的な取組と
その効果

ボイラー等必要な設備の不具合に迅速に対応し、利用者サービスの継続に努めた。

Ｒ７ 増減要因の分析

目標 49,000 53,600 55,200

令和6年度はボイラーの不具合により屋内プールを1か月半ほど休業したが、7年度は通年営業できたことにより利用者が増加した。実績



指定管理者制度導入施設評価票 施設名 秋田県南部老人福祉総合エリア 所在地 横手市大森町字菅生田245-34

評価対象年度【令和７年度】 指定管理者 社会福祉法人 秋田県社会福祉事業団 県所管課 長寿社会課　調整・長寿社会推進チーム

＜観点Ⅲ＞
評価

評価者 評価 評価コメント（評価基準によらない場合はその理由）

指定
管理者

Ａ
　法令遵守に努め、利用者の快適性と安全性に重点を置いて運営してきた。また従事する職員に対する対応も労働基準法や労働安全衛生法等の法令に則って対応した。法人のホーム
ページや各種情報誌や新聞等を利用し、施設のPRを行った。

県
所管課

Ａ
指定管理業務について、適正に実施されている。
建物や設備の老朽化が進んでいることから、引き続き、設備の不具合に迅速に対応し、利用者の快適性と安全性に重点を置いた施設運営に努めてもらいたい。

Ａ

　⑥　利用者の相談・意見・苦情 　ウェブサイトや電話等による相談窓口を整備し、利用者からの相談・意見・苦情への対応策を講じているか　等 Ａ Ａ

　⑦　課題への対応 　利用状況のほか、満足度調査等から課題を抽出し、対応策を講じているか　等 Ａ Ａ

　④　職員の接客 　丁寧な対応や挨拶がなされているか、名札着用や適正な服装をしているか　等 Ａ Ａ

　⑤　広報・利用情報の発信 　ウェブサイトやＳＮＳ、パンフレットなど、多様な媒体により積極的な広報を実施しているか　等 Ａ Ａ

サ
ー

ビ
ス
向
上

　①　開館日・開館時間等 　事業計画書等に照らして適切な開館状況となっているか　等 Ａ Ａ

　②　業務の実施

　⑦　安全・安心の確保 　事故防止マニュアルや緊急時連絡体制を整備しているか　等 Ａ Ａ

　⑧　経費の低減・収入の増加 　経費の低減や収入の増加の取組が進められ、前年度と比較し、施設の収支状況が改善されたか　等 Ａ Ａ

　事業計画書等に照らして適切な業務が実施されているか　等 Ａ Ａ

　③　施設の使用許可 　事業計画書等に照らして適切に使用許可がされているか、優先的又は不利益な取り扱いはないか　等 Ａ Ａ

　⑨　健全な経営 　指定管理者選定時の財務指標と比較し、特段の経営の悪化がみられないか　等 Ａ

Ａ Ａ

　③　職員の処遇等 　職員の処遇が労働法規に反していないか　等 Ａ Ａ

　④　施設等の適切な管理 　事業計画書等に照らして日常的な保守管理や定期点検、清掃、警備、修繕等がなされているか　等 Ｂ Ｂ

　①　職員の配置状況 　事業計画書等に照らして適切な職員配置となっているか　等 Ａ Ａ

　②　職員の勤務実績 　事業計画書等に照らして適切な勤務実績となっているか　等 Ａ Ａ

４　＜観点Ⅲ＞県民サービス及び業務効率性の向上と公の施設にふさわしい適正な管理運営に関する取組

モニタリング
項目

モニタリング項目 主な視点 指定管理者 県所管課

管
理
運
営
体
制

　⑤　備品の適切な管理 　備品の紛失・損傷はないか　等 Ａ Ａ

　⑥　個人情報の保護 　個人情報取扱特記事項が遵守されているか　等



指定管理者制度導入施設評価票 施設名 秋田県南部老人福祉総合エリア 所在地 横手市大森町字菅生田245-34

評価対象年度【令和７年度】 指定管理者 社会福祉法人 秋田県社会福祉事業団 県所管課 長寿社会課　調整・長寿社会推進チーム

対応方針の
進捗状況

指定
管理者

・引き続き利用者の獲得を図るための広報活動に取り組み、利用者数が目標数を上回った。
・事業継続計画（BCP）の定期的な見直しを行うとともに、地域との連携による事業を推進した。

令和７年度

県
所管課

・健康増進活動については、卓球や太極拳等の健康教室などの事業が展開されており、高齢者の健康増進に繋がる活動を継続している。引き続き、健康増進、生きがいづくりの拠点として、多
様なサービスを提供できるよう、指定管理者と連携して活動を進めたい。
・施設のあり方については、関係各所と連携を取りながら、検討をしているところである。
・施設の修繕及び老朽化への対応については、「あきた公共施設等総合管理計画に基づく個別施設計画」に基づき、計画的な修繕ができるよう関係機関と協議を図っていくが、必要性、緊急性
等を踏まえて優先順位を精査しながら、今後も取り組んでいきたい。

評価(提言)を
踏まえた
対応方針

指定
管理者

・地域住民の利用者ニーズに応じた営業形態や、創意工夫ある講座の開設、利用価値を高めるイベントの開催を検討する。また、新たな利用者の獲得を図るための広報活動を充実させ、収益向
上のための施策を積極的に進める。
・自然災害や感染症などの緊急事態への対応とした事業継続計画（BCP)の定期的な見直しと地域との連携を推進し、組織体制の強化を図る。

令和５年度

県
所管課

・健康増進活動については、老人福祉総合エリアの設置目的となっており、この目的の達成に向け、引き続き高齢者の健康増進に繋がるような事業が展開されるよう、指定管理者に働きかけて
いきたい。
・今後の施設のあり方については、施設の利用状況等を踏まえながら、適切に検討していく。
・施設老朽化への対応については、修繕の優先順位等を考慮して策定した「あきた公共施設等総合管理計画に基づく個別施設計画」に基づき、計画的な修繕ができるよう関係機関と協議を図っ
ていくが、県全体としての修繕の優先順位の整理については、この協議の中で整理されるものと考えている。

６　外部有識者委員会による評価（提言）

評価(提言)

施設の
管理

運営状況

・利用者数が増加しており、定期的なイベントが開催されていることや、地元住民の利用価値が高いことが推察され、評価できる。
・感染症や自然災害が発生した際を見据えたBCP(業務継続計画)を策定していることは評価できる。様々な激甚災害等が発生している最近の状況を踏まえ、引き続き状況に即した見直し等を進め
ていただきたい。
・経費低減策と利用者確保のバランスについて検討が必要と考える。支出を抑えたくなることは理解できるが、同時に利用者確保に向けた新たな仕掛けや取組についても検討が必要と考えら
れ、また、ニーズに応える設備投資についても検討し、積極的に実施することについても検討が必要と考える。
・厳しい収支も見られることから、経営改善について検討が必要と考える。ユーティリティコストの上昇分を現行の指定管理料の範囲でどのように対応するのか検討が必要と考えるが、指定管
理料のみならず、魅力的なイベント開催等による更なる誘客に努めて、利用料収入の更なる増加へ向けた取組も進める必要がある。

令和５年度
県の施策
達成に
向けた

施設運営

・健康増進は、間接的にあらゆる面で効果をもたらしていると感じており、対象地域の医療費低減にも繋がっている可能性も考えられることから、取組を継続していただきたい。
・将来の人口減少に伴う利用者減が見込まれることから、将来性が低い施設と感じることから、施設の今後のあり方について検討が必要と考える。
・施設の老朽化への対応について検討が必要と考える。県や関係市町村の支援が可能かを含めた検討や、設備導入等に関して緊急度を踏まえ優先順位を整理した「設備投資計画」等の策定も必
要ではないかと考える。

５　県の施策達成に向けた県所管課の施設運営に対する考え方

県の施策の
達成状況

地域・世代間交流や生きがいづくりの拠点として、子どもからお年寄りまで様々な年齢層に利用されており、利用者の健康増進及び生きがいづくりの創出に寄与している。

施設運営の
課題

建設から38年が経過し、施設の老朽化が課題となっている。

今後の方向性 施設の安定運営に必要な修繕を実施しながら、利用者の増加を目指す。










